












要約　マイクロプレートを用いた 5αAndrostane-3α,17βdiol-3-glucuronide(5α

Adiol-3G)EIA による測定法を確立した。基礎的検討では、標準曲線は良好であり、測定

感度は、0.1ng/ml、添加回収率は、119%、interaasay variation は、CV5%以下であった。

この系では、非抱合型アンドロゲンに対する交差反応が高いため、血清測定において、

Sep-Pak C18 による抽出を必要としたが、この簡便な方法のみで、直接測定が可能であっ

た。尿は、抽出操作を必要とせず、直接測定が可能だった。

先天性副腎過形成症(21 水酸化酵素欠損症)の一例における、初期治療の経過観察では、

血清、尿ともに減少し、血清17αOHP値、ACTH値とも良く連動していた。


